
● 勝山市議会災害対策支援本部会議

● 議会運営委員会

 ◆ 勝山市議会ハラスメント防止条例の制定について
　議員によるハラスメントを未然に防ぎ、互いに尊重し合える環境づくりと、市民から信頼される議
会を目指し、議員提案による「勝山市議会ハラスメント防止条例」（※）を審査し、採決の結果、原案
のとおり可決することに決しました。本条例の制定を機に、ハラスメント防止を徹底し、健全な議会
運営に取り組んでまいります。

【条例の概要（抜粋）】
　　適用範囲　　市議会議員が、他の市議会議員または市職員（特別職を含む｡）に対して行った
　　　　　　　　ハラスメントに関し生じた問題
　　相談窓口　　(1)外部の第三者（ハラスメントにかかる専門的な知識を有する者）
　　　　　　　　(2)議会事務局
　　調査・審査　会議に諮ってハラスメント対策特別委員会を設置することができる。
　　　　　　　　また、当該委員会は、必要と認めるときは弁護士等の有識者から意見を
　　　　　　　　聴取することができる。

条例の全文は勝山市HPの
議会だより№101のページで
ご覧いただけます 

かつやま議会だより
【審査経過】

　審査では、主に、外部の有識者の意見を取り込む仕組みをどのようなかたちにするかが争点に
なりましたが、地方自治法第100条の2の規定を活用して、条例案のとおり特別委員会を設置し
て、必要に応じて弁護士等の有識者から意見を聴取する方が適切との意見が多数を占めました。
　また、条例制定の前に専門家から意見を聞いて参考にしたいとの提案もありましたが、採決の
結果否決となりました。　　　　

【討論の主な内容】

〈反対討論〉
・ハラスメント防止は必要だが、本案は不
十分である。また議会の影響を排除するに
は第三者機関の規定が不可欠。
・公正性とプライバシーを守る基本的手順
や運用の見通しについて十分に確認ができ
ていない。もう少し審議を重ねるべき。

〈賛成討論〉
・公的な立場にある議員としてハラスメント
は断じて許されない。条例を制定することで
未然に防ぎ、議員同士改めて襟を正すべき。
・最終的な判断は、自律権を有する議会が
行うのが地方自治法の本旨である。

　8月の大雨災害を受け、市議会では災害対策支援本部会議を開催し、9月8日に理事者から被害状況
や市の対応について説明を受けました。
　今回の大雨は人的被害はなかったものの、住宅浸水をはじめ、道路、河川、農業関係、林業施設な
ど市内各地で多数の被害が確認されました。その他、災害廃棄物処理や災害ボランティアセンターの
開設、被災者への各種支援など、市の対応状況についても報告がありました。
　議員からは、林道の被害確認へのドローン活用、夜間など避難が困難な要配慮者への対応、避難所
での食事の確保、被害情報を区長や農家組合長などと共有・集約する仕組みなどについて、意見や確
認がありました。

（※）令和8年6月定例会に提出された議案第12号は継続審査となっていましたが、より実効性の高い体制に見直すため、9月14日に一旦
撤回され、翌15日に再度同名の議案第30号が提出されました。

　　市立図書館が「読む・集う・学ぶ」、学校
図書館が子どもの「得意」を伸ばすような国が
求める図書館の活性化について、今後どのよう
に進めていくかを問う。
　　図書館は、生涯学習の場としてだけでな
く、多様なニーズに対応した機能の充実が求め
られており、多くの世代が使いやすい学べる場
を目指して「としょかんまつり」やブックスター
トなど多くのイベントや講座を開催している。
　勝山中学校のメディアセンターは勝山高校の
図書室と統合した共有空間として整備し、幅広
い興味関心と高度な学習に対応するとともに、
探究的な学習など主体的に学び集える学校図書
館とする。
　新しい時代に合った図書館のあり方、機能の
充実と活性化に取り組んでいく。
　　学校教育の現場や、青少年育成の取り組み
の中で「SNS上の勧誘」「闇バイト」「特殊詐欺
への加担防止」「個人情報の管理」「ネット上の
トラブル」などを含めた防犯リテラシー教育を、
保護者の周知も含めて実施すべきと思うが、市の
所見を問う。
　　市では、児童生徒がネットやメディアに関
する正しい知識とスキルを身に付け、自身が正
しく判断して責任ある活用ができるよう支援する
「デジタルシティズンシップ教育」を推進してい
る。また、今年度、勝山市PTA連合会では「い
じめとインターネットトラブルの基礎知識と対
応」というテーマで講演会を行い、勝山高校の
保護者にも案内すると聞いている。今後も、親子
合同での啓発機会の拡充や関係機関との連携強
化を図り、防犯対策の推進に取り組んでいく。

一般質問  議:議員／理:理事者

　　「長山トンネルは危険なので通学路にせ
ず、中学生の利用は禁止で検討している」のは
問題だ。危険ならガードレール設置など道路管
理者に要請すべきだ。また、下荒井トンネル
は、国道157号工事で歩道整備を要請すべき
だ。暮見トンネルは歩道整備を要請し、小中高
生は無料でデマンドバスが利用できるなど市独
自の対策をすべきだ。
　　長山トンネルは構造が危険なわけではな
く、朝の交通量が多く事故の恐れがあるため
で、今後勝山市通学路安全推進協議会で判断す
る。下荒井トンネルは、奥越土木事務所による
と新しく整備するトンネルに有効幅員3ｍの自
転車歩行者道を設置する計画である。暮見トン
ネルは、小学生は通学時のバス利用について定
期券購入補助を行っている。中学生について
は、来年度からスクールバスが無料利用でき
る。デマンドバス利用は検討する。

長山トンネル内
　　市は小学校給食の正職員を削減して短時間
の会計年度職員を募集したが応募がなかった。
給食は土日や夏休みが有り、業務時間も短く、
困難な事業である。入札不調は業者の責任でな
く、事前の検討を十分せずに決めた市長の責任
が重い。見解を問う。また、再入札では問題は
解決しない。勝山市が直営するなど中長期的な
対策を検討すべきだ。
　　プロポーザル応募不調の原因を事業者から
聞き取りを行い、市場環境に適合しているか確
認し、事業者決定に努める。また、中長期的な
対応検討には同意し、調理員の待遇改善や市と
事業者との連携など手法を研究し、安定的な給
食供給体制の構築を検討していく。

一般質問  議:議員／理:理事者

● 国道157号の長山、暮見、下荒井トンネルの
安全対策について

● 新中学校給食調理等業務委託のプロポーザル
入札の不調と対策について
その他の質問
・8月29日から30日に福井県を襲った
豪雨災害について

・県内の自治体でも実施する補聴器補
助を、勝山市も実施すること

● 勝山市立図書館の活性化について
● 若者を守る防犯リテラシーに

ついて
その他の質問
・大規模災害時における人的受援体制
　について

正しいネット利用について
学ぶ「ひまわり教室」

（市内中学校で開催）
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